
生徒の興味を引き出すために

１．糸電話を使って

①100文字くらいの文章を用意する

②糸電話を渡し，数珠繋ぎにする

③先頭の生徒から文章を読ませ，順次リレーさせる

④最後の生徒に文章を記録させる

⑤先頭の生徒の持っている文章と最後の生徒の記録した文章

　を比べる

⑥どのように送るとうまく伝わるかを考えさせる

［ポイント］どのように送るとうまく伝わるかを考えさせる

　－文章を一度に全部送らない（例えば10文字ごと）

　　･･･パケットの概念

　－聞き取れなかったら再度確認する･･･再送要求（TCP）

　－途中の生徒もメモを取る･･･バッファ？

　　　　　　　途中のサーバにもデータが残る可能性を示す
 

［発展］生徒を３～４のグループに分けて競争させても面白

　　　　いと思われる

　　　　－速さ

　　　　－正確さ
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１）パケットのリレーを体験しよう

文章を読む
文章を記録する



２）ダムハブ（リピータハブ）のコリジョンを

　　体験しよう

糸をからめる

①糸の長い糸電話を一組を用意する

②各自の糸電話を①の糸にからませる

③同時に話をさせる

④問題点を指摘させる

⑤どのように話をするとうまく伝わるかを考えさせる

［ポイント］どのように話をするとうまく伝わるかを考え

　　　　　　させる

　－全員が一度に話をしない･･･タイミングをずらす

　　○誰も話をしていないかを確認してから話をする

　　　･･･CSMA/CD（乱数サイコロを使って

　　　　　　　　　　　　確認するタイミングをずらす）

　　○話す順番を決める

　　　　　　･･･トークンリング？

　　　　　・カードを順番に回す

　　　　　・カードを持っている人だけが話をする

　　　　　・一定時間が経過したら次の人にカードを回す



２．見たものを言葉で表現して友達に伝えよう

　　2005年12月に高浜高校で間辺広樹先生が実践されたものをアレンジし

　　ました

生徒の作品例

参考資料

○「海の近くの情報教室」

　　　http://www.info-study.net
○おもしろ情報学習ノート
http://www.nichibun.net/classsupport/omosiro/index.php



ためしてみませんか？

［言葉で表現する］
　　①箱の中を覗いて下さい

　　②1分間で見たものを言葉で表現してください

　　（何度覗いてもOKです）

［絵で表現する］
　　①言葉の書かれた紙を選んでください

　　②1分間で言葉を絵にしてください

ここに貼ってください



3．ルータを体験しよう（パケットのリレー）

①パケット（小包）を用意

②班をルータに見立ててルーティングテーブルを用意

③①で用意したパケットを任意の班に送るために伝票

　を書く（送信先，送信元を記入）

④伝票とルーティングテーブルを確認する

　・次にどの班に送るかを確かめる

⑤正しい経路で送られたかを最後に確認する

ルーティングテーブルの例



4．インターネット物理モデル見学（日本科学未来館）
http://www.miraikan.jst.go.jp/exhibition/ex3/

見学用ワークシート

間違い！


